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「九州大学韓国研究センターJは、韓国に関する研究と教育を推進

し、九州大学と韓国との学術 ・ 文化交流の拠点となる施設として、九

州大学が設置したものです。 この建物は、鉄骨造（プレハブ）2階建て

で建物面積108.54平方メ ー トル、延べ面積217.08平方メ ー トルです。

建物のイメ ー ジとしては、韓国旗を象徴する赤や青など韓国的な色使

いで外装を施し、さらに、韓国の伝統的な文様を表現した窓格子等を

取り入れたデザインとしています。

九明久学1'圏殉究センタ ー

·A A 

大韓民国の金鍾泌（Kim Jong-Pil）元国務総理の筆による「九州

大学韓国研究センタ ー」と書かれた木製の肩額がセンタ ー 内に掲げ
、

ら

れました。開所式当日には韓国国際交流財団の金在珪（Kim Jae-Kyu) 

理事と杉岡洋一九州大学総長が除幕を行し 1ました。
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九州大学総長

杉岡 洋一

九州大学は、創設期よりアジアに学問的に目を向

け、そしてアジアから世界へと多様な研究により各国

の研究教育の進展に協力し、過去、現在そして未来

に向けてアジアの中核的研究教育拠点、としての役

割を担ってきました。

平成10年（1998) 11月30日に、大韓民国金鍾泌

国務総理カf本学において「韓日関係の過去と未来」

と題して講演され、本学は、名誉博士の称号を授与

しました。

金総理は、日韓の新しい友好関係確立の必要性

を強調され、特に、未来の日韓関係の担い手である

日本の若い人々への期待と役割を学生諸君へ語りかけられ、深い感銘を与えられました。

さらに、本学が開学以来、アジアに聞かれた大学として積み重ねてきた韓国に係る研究

教育の業績を高く評価され、より一層の発展を期待する旨、表明されました。

これを契機として、韓国国際交流財団は、本学を我が国における韓国研究の拠点と

位置づけ、韓国研究の助成を行うこととなりました。

これに応え、本学は、韓国に係る研究教育を推進し、九州大学と大韓民国との学術・

文化交流の拠点となる施設として「九州大学韓国研究センタ ー」を設置したものであり

ます。

本センタ ーは、日本の国立大学としては初めて設置される施設であり、本学のみならず、

日本の韓国研究及び日韓の学術・文化交流の拠点、として発展することを期待します。

九州大学韓国研究センター長
教j受

石川 捷治

九州大学韓国研究センタ ーの建物は、新キャンパ

スの移転前であり、本格的な建物が建てられないと

いう事情もあって、2階建ての小さいものです。 しかし、

建物は小さくとも、夢は大きく、本センタ ーは新しい時

代の研究センタ ーを目指したいと考えています。

第1に、次世代の研究センタ ーとして、研究員が研

究室に閉じこもって研究をするというスタイルではなく、

韓国研究の聞かれたネットワ ークの結節点でありた

いと思っております。 幸い学内には、これまでの歴史的・

地理的関係から韓国研究及び韓国との学術交流

の専門家がたくさんおられます。 学内で、ネットワ ークを

作り、学内と、学外、そして韓国との学術交流のネットワ ークを作り上げたいと考えており

ます。

第2に、日韓の学術交流では、共同研究や人の交流を通して、韓国からの情報はもち

ろんですが、日本カ3ら韓国へのフィ ー ド
‘
パックも充分に果たしたいと思います。 とくに、本

センタ ーは韓国国際交流財団のこ
e

支援をいただき、様々なフ
。

口ク
、

ラムカf可能となってお

ります。 そうであるからこそ、本センタ ーは韓国の人々にとっても納得のし 1く研究内容を示

していかなければならなし1と思っております。 本当の意昧で、玄界灘をまたぐ「知の共同

作業Jができるようになりたし1と考えております。

第3に、若い世代の新しい日韓関係を作るために、本センターでは、研究センターの「研

究Jというイメ ー ジにとらわれず、学生・教職員・市民へ、日韓両国の学術・文化・スポーツ

等の情報も、どしどし提供したいと考えています（センタ ーの1階部分は、そのような交流

の場です）。 その中から韓国の金鍾泌前国務総理が1998年11月の本学での講演にお

いて強調された通り、新しい時代を担う新しい世代カず育ってくると確信しています。

また、日韓関係だけでなく、日韓関係をアジアの中に位置づけ、人文・社会・自然科学

を総合した韓国研究、さらには、そこからアジア学の構築も目指したいと思っております。

夢は大きくとも、なにぶん出発したば
‘

かりのセンタ ーです。 これまで以上のご指導・ご支

援をお願い申し上げ
‘

まして、私の挨拶とさせていただきます。
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日本最初の韓国研究の拠点、オ ー ブン！

九州からアジア、世界ヘ

1
階
平
面
図

。日韓交流の促進 O 日韓海峡圏の諸問題。朝鮮半島の緊急課題

1階のラウンジ（談話室）は、韓国に興味を抱く九州大学の教職員、

学生、留学生、九州大学で研究を行う外国人研究者等が気楽に立ち

寄って韓国関係の雑誌の閲覧や懇談などのための交流スペースで

す。常時、コンピュ ータ ー検索や韓国関係のビ
‘
テ

、
オ鑑賞等で利用さ

れています。 蔵書 ・ ビデオ等利用希望の方は、1階入り口横の受付

へお申し出ください。

「寸門
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LJ LJ 守
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E工ロエ工工口 口玉工工工口二四

2階には研究者交流室（会議室）と講師室があります。韓国関係書籍－

ビデオなどが常備されており、韓国からの訪問研究員等の研究室や

韓国研究等のための各種会議の開催に活用できます。

企会議室
各種の会合に利用されている。

企講師室
九州大学に訪問研究員として在籍している韓国人研
究者の研究室として使用することにしており、学内公
募を行って利用者の謂整を行っている。

研
究
者

所

交
流
室

布円Hハ〕

エロ．
Jι 

付

企ラウンジ
常時学生がコンビュ ータ ー検索等で利用している。

講師室
38m' 
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開所式

平成12年（2000年） 1月19日（水）
「九州大学韓国研究センタ ー Jの開所式が行われました

韓国研究センタ ーに隣接する国際ホ ー ルで、行われた開所記念式典には、
来賓、部局長など九大の関係者、韓国からの留学生や学生交流で韓国に留
学した九大生など約120名が参列しました。杉岡総長の式辞に続いて、金
鍾泌前韓国国務総理と日韓協力委員会の中曽根康弘（元内閣総理大臣）委
員長の祝辞を石川韓国研究センタ ー長が代読。文部省国際学術課の加藤
幹彦課長補佐、韓国国際交流財団の金在珪（Kim Jae-Kyu）理事の祝辞、
長津福岡県副知事による麻生福岡県知事の祝辞の代読、山崎福岡市長の
祝辞と続きました。

式典に続いて、金理事、徐賢隻駐福岡大韓民国総領事館総領事、崖虎鎮
在韓国九州大学同窓会顧問（前会長）、加藤課長補佐、杉岡総長、石川セン
タ ー長らが、韓国研究センタ ー 前でテ ー フカットを行いました。さらに、

センタ ー内に掲げられた金前総理の筆による「九州大学韓国研究センタ ー 」
と書カ通れた木製の扇額の除幕を、金理事と杉岡総長が行し、ました。

ei:11’Ill・E・e,l・1tm:H1鼠阻

九州大学韓国研究センタ ー 関所記念式典

・関所式て挨拶するKorea Foundation 金在珪理事

臥・I・m・延町必1＝藍重力1長lPJ
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1.まえがき

「たった200キロ余のところに450万人の大都会があるとは

知らなかった」 「町の表示がハングルで、漢字はほとんどなく、

英語も少なくて何の店かもわからず困った」 ［韓国の学生との
意思疎通は、いかにブロ ー クンでも結局英語でやらざるを得
ないj「昨年福岡で街を案内して遅くまで酒を飲んだ学生と再

会して、同じように歓待してもらって感激したJ「酒を飲んで

ワアワア言っていると、韓国の学生も気分は日本 の学生と変
らないJ「タクシ 一 代が極端に安く、食物代はそれ程でもない

というように、物価の物品による日韓の差が大きい」 「釜山大

学のキャンパスの素晴らしさ、交流会館の充実に目を見張ったj

「韓国では社会の中での大学の地位が日本より高いようだj「我々

が環境研究という時は環境モニターや予測をイメ ージするが、

韓国では化学的な処理法の研究が主だったJ「それは我々のエ
ネルギ ーでもそうで、九大では核融合など新エネルギ ー開発

を中心に考えていたが、向うはエネルギ ー の有効利用の意識

が中心だったL- ·・これらは、平成12年11月2、3日の問、韓国プ

サン大学で行われた標記シンポジウム後の学生の感想をラン

ダムに並べたものです。これからだけでも、若い時代に異文化

に接して異なる発想に触れることの大事きが見てとれます。

標記シンポジウムの構想、は、平成10年4月になされた九州

大学大学院総合理工学研究科（平成12年4月から大学院総合

理工学府、以下総理工と略称）の再編成の理念「深、広、統Jと密
接に関連しています。

2.三校セミナ ー

2.1経緯

総理工の「深、広、統jは、大学院で専攻する自分の専門分野
については深い見識を、社会や人類のニ ー ズを理解できる広

L、視野を、それらを総合して問題を発掘し、また対処法を模索

することにより解決策を示す統合を、という新しい理念です。

平成10年度の総理工将来計画委員会での長時間の討論ののち、

「深、広、統」 を研究科（その後、学府）として検証する場として、

プサン大学、ポハン理工科大学に「英語による、物質、エネルギ
一、環境を融合した研究発表jを通じての学生交流の場を設け

ることを提案することになりました。この両校を選んだ理由は、

それぞれ九州大学との大学問交流校、総理工との部局間交流

校として長い交流実績を持つ韓国の有力校であることに加え
て、地理的に近くて100人単位での往来が容易であることも

大きな因子でした。
平成11年2月に上記趣旨の提案の手紙を両大学学長に出し

たところ、3月までに合意の返事が届き、担当窓口として交流

担当の副学長の紹介がありました。両副学長とのメール等で、

の種々やりとりの後、具体案を詰めるため同年6月3、4日に両



氏が総理工に来学されました。それ迄には総理工の中にこれ
に対応するための「連携 推進委員 会」 が設置されてお り 、 両氏

と同委員会の協議により次項に示す枠組 みが決められました。

2.2 三校セミナ ー の枠組み

(1) 発表内容を、物質 、 エネルギ ー 、 環境の三種に大分けするこ
と。
(2 ） 学生の発表をオ ーラルとポスタ ーの二種類とすること。

(3） 教官による物質 、 エネルギ 一 、 環境に関するト ピックス的
な講演 を 入れることとし、 三 大学が一つの分野を担当 すること。
またその担 当分野はローテ ーシ ョ ンさせること。

(4） 費 用 は旅 費 、 滞在費は各参加者が負 担し 、 シンポジウム開

催にかかわる費用（論文集刊行、 レセ フシ ョ ン、 送迎等） は開催

大学が負 担すること。た だし宿 舎等は開催大学が予約等につ

いてなるべく配慮し、 参加者の負 担を軽くするよう努力する

こと。
(5） 本シンポジウムの名称は九州と対馬 、 対馬と韓国の聞の二

つの 海 峡をはさ ん で 友 好を深めるとの 意をこめてC r o s s
Straits Symposium o n  Materials , Energy and Environ­

mental Sciences (CSS）と呼ぶこと。

2.3 第1 回セミナ ー （平成1 1 年1 1 月 1 、 2日 ）

第 1 回 は 、 発案した九大総理工で行うことになりました。初

日 は フ ェ リ ーで到 着する ブサン大学 、 ポハン理工科大学から
の参加者約80 名を博 多 埠 頭に迎えるところから始まり 、 登録

手つづき、 シンポジウム、 レセフシ ョ ン、 総理工の研究施設見学 、

それら終 了後の総理工学生による市内案内などを予定通りこ

なし、 11月3 日 に再度埠頭に送る頃には、 三 大学の学生は非常

にうち解け、 言葉の壁を乗り越えて大きな友 情が育ったよう
に見えました。総理工からの参加者は学生80名、 教 官30名程

度でした。
その後 、 三 大学とも反省会を聞き、 次 回 ヘ向けての改善点な

どを出 し合いましたが、 それらは次の通りです。

( i ） 日程、 論文集はじめ、 シンポジウムの運営の大枠は今 回のパ
タ ーンで無理がなくて、 良い。

( i i ） 「物質」 「エネルギ ー 」 「環境」 というくくりでオ ー ラルセッ
シ ョ ンを組 ん だが 、 内容が多 岐にわたりす ぎてお 互いの接点

が少なく 、 有効な質疑応 答が生れにくかった。それぞれについ
てもっとテ ー マを絞るのが良いのではないか。 むしろ、 これか

らはそのような分類を越えた交流（総理工の理念である「物質J

「エネルギ ー j「環境」 の融合 ！ ） に進 む ような配 慮が必要で、は

ないか。
(i i i ) レセプシ ョ ン、 実験室案内、学生のみの懇談会、市内観光を
通じての学生の案内は交流を深めるために極めて有効であっ

たので、これは是非次 回以降継続するのが良い。

( iv） 技術的な点では、 フ ェ リ ーでの旅行は参加者の疲労が大き

いので、 改善した方が良い。

2.4 第2回セミナ ー （平成 1 2年1 1 月 2、 3 日 ）

当 初の計画では2 回以降はメ ー ル 、 フ ァ ックス、 電 話のみで
の意見交換によりフログラム構成などできるのではないかと

考えていました。しかし第1回の反省点を踏まえての改善を行
い 、 より意義深いシンポジウムとするため、 6月3、 4 日 に主 催

校のプサン大学に九大総理工とポハン理工科大学からそれぞ

れの幹事が各2 ～3名づっ集まって方針を審議しました。
参加者数は総理工から学生46名、 教官12名、 ポハン理工科

大学から合計30名程度、 フサン大学から合計 70 ～ 80名程度
でした。

2.5 今後の予定

第3回セ ミ ナ ーは200 1年（平成13年） 11月15 、 16 日 にポハ

ン理工科大学で行うことになってお り 、 これで三 大学 聞を一

巡することになります。第2 回の反省点が多 数ありましたので、
準備会合を聞くことになるかも知れませ ん。その際、 第2 回セ

ミ ナ ー後の総理工教官 ( 10名） 学生幹事（6 名 ） の反省会で学生

から出された「企画段階から学生も参加したし リ を前向きにと
らえ、 是非実現したいと思っています。

3.あとがき

第2 回 のこ ぼれ話を ご紹介します。11月1 日 の訪韓は第 l 回

の反省 〔2 . 3節の（iv） 〕 からJR九州の ビ ー ト ル（所要3時間足ら

ず） で行くことにしていました。ところが 当 日 は季節 外れの台

風がやってきて、出発 (10時15分） 間際になってキャンセルさ

れました。8時15分発で出発していた2 人も対馬 誼前で折り返
して戻ってきてしまいました。Cross Straitsの難しさを実感

する皮 肉 な破目になり 、 もし行けないことになるとそれ迄の

努力が水泡に帰する 、 と青くなってかけまわった結果 、 日 航の
プサン行きに席があることがわか つ て急速パスを仕立てて福

岡空港へ移動して、 同タ にはフサン大学に着いて、 ことなきを

得ました。この聞の学生幹事のね ばりは相 当 なもので、 一緒に

旅行社 、 J R九州の人とかけ合いながら頼もしいと思ったこと

でした。そのため余分の 出 費を余儀なくされたのは致し方な

いところですが、 あのような状況の下で対応できたというの
はまた別の収穫でし ょ う。

1. のまえがきに示した学生諸 君の言葉から、 本シンポジウ

ムの総理工の教 育 プログラムの一環としての当 初の目的は達

せられつつあると判 断されます。これからこのシンポジウム

がどう育っていくかは三 大学の教 官 、 学生の叡智 によってい
ます。



日 韓シンポジウム 「韓国伝統文化と九州」
九州大学大学院人文科学研究院助教授 六 反 田 豊

・韓国からの招聴者紹介 （右から 、 李成茂氏 、 安輝溶氏 、 僅柄憲氏 、 李楠永氏 、 李乗根氏）

昨年12月10日、 九州大学国際ホ ー ルにお いて、 韓国研究セン
タ ー ・ 大学院人文科学研究院主 催 、 韓国国際交流財団共 催によ
る日韓シンポジウム 「韓国伝統文化と九州」 が開催された。九州

は韓国ともっとも近く、 それ ゆえ古くから韓国との間で密接な

交流が展開してきた地域である。さらに、 そうした地理的 ・ 文化
的状 況もあって、 九大では朝 鮮 史学をはじめとする人文科学研

究院の諸講座にお いて韓国研究が活発に進められており 、 また

韓国の大学 ・ 研究機関等との学術交流も盛んである。今 回 の シ

ンポジウムは 、 日韓聞の文化交流に 占める九州、｜の位 置を念頭に

おきながら、 古代から近世に至る日韓文化交流 史に内在する諸

問題を歴史学 、 美術史学、 韓国儒学、 国語学といった人文科学の
各分野にわたって展 望し、 21世紀に お ける日韓の文化 ・ 学術交

流の進 展をはかり 、 さらには、 九大の人文科学分野にお け る韓

国研究の現在地点を確 認して今後の方向性を探ることを大き
な目的とした。そのために 、 パネ リ ストとして韓国から国史編

纂委員会委員長の李成茂氏と ソ ウ ル大学校人文大学の教授4人

をお 招きし、 一 方 、 九大側からも各分野 に お い て韓国研究の豊
富な実績をもっ3人の教授に出席いただいた。

シンポジウムは、 冒 頭の杉岡洋 一 ・ 九大総長による挨拶のあと、
まず李成茂氏の 「 朝 鮮 時代の両班社会」 と題する基 調 講 演から

始まった。「 両 班（ヤンバン）J は、 韓国の伝統社会 ・ 文化を読 み解

くための重要なキーワー ド の1つである。中 世 ・ 近世の日本が地

方分権的な武人中心の社会を形成したのとは対照的に、 同時期

の韓国では、 朝鮮王朝によって文治主義に基づく中央集 権国家
が建設された。そして、 そのような文治主義を体現したのが 、 両

班と称される支配 階 層 の人々だった。李氏は、 本 来は文武 官 僚

の総称にす ぎなかった 「両班 J の語が、 朝鮮時代になって官僚を

輩出する支配 階層の呼称となるに至る過程、 両班の官 職や諸 特

権 ・ 軍役 ・ 土地所有などの問題 、 17世紀以降の社会変動と両班の

動向などにつ いて、 ときにユ ーモアを交えながら講演された。

続いて各パ ネ リ ストによる研究報告に移 り 、 ①仏教と美術の

交流②韓国儒学と西日本の儒学者③韓国語と日本語の交流 、 と
いう3つのサブ・ テ ー マにそって研究成果が紹介された。①では、
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まず崖柄 憲 氏 （ ソ ウ ル大教授）が 、 韓国天 台 宗の開
祖義天の思想と活 動を踏まえて、 韓国と日本の天

台 宗のあり方を比較され、 次に安輝溶氏（同）が、 室

町期に お ける李秀文や文清の活 躍 、 江 戸 期 に お け
る通信使 随行画員の役割などに注目しつ つ 、 朝 鮮
時代の絵画が日本にあたえた影響につ いて実例を

示しながら明らかにされた。また菊竹淳 一氏 （九大

教授）は、 高麗仏や朝鮮時代の地蔵十王 図が西日本
地方に偏在しているという事実から、 それらが対

外交易や海運の守護仏として信仰の対象とされて

いた可能性を示唆された。②では、まず李楠永氏（ソ

ウ ル大教授）が、 朴斉 家と丁若舗の思想を比較検討
して朝鮮時代後期にお ける儒学の二重性という問

題を提起きれ、 次に福 田 殖 氏 （九大名 誉 教 授 ・ 久留
米大教授）が、 李退渓の大成した朝鮮朱子学が九州
の儒者にどのような影響をあたえたかという問題

を、 熊 本 実学派の大塚退野、 平戸 藩の崎門学者楠本 碩 水を例に

あげて検討された。③では、 まず迫野度 徳 氏 （九大教授）が 、 18
世紀末に韓国で作られた 『倭語類解J に九州方言と思しき多 数

の日本語語棄が見出されるという点から同書の成立に関する
通説に疑問を提示し、 朝鮮にお ける各種語学書の成立 過程を明

らかにするうえで九州方言が重要な手がかりを与えてくれる

ことを指摘された。一 方 、 李乗根氏（ ソ ウ ル大教授）は、 韓国で開

化 期 に受容された日本漢字語が現在の韓国語に お いてどのよ
うに使 用されているかを、 『大韓民報J ( 190 9 .6-10 . 8）連載の

「新来成語」 に出てくる日本漢字語を中心に検討された。

以上の基調講演と研究報告を受 けて行われた総合討論では、
韓国伝統文化の特質は何か、 それは九州をはじめとする日本 の
伝統文化といかに関わっているのか、 といった点を中心にして、

フロアーからの質疑も含めて予定の時聞を大幅に超過する活
発な討論 ・ 意見交換がなされた。

一口に文化交流といっても、 その内容は多岐にわたる。それ

だ け に 、 各分野の研究成果を持ち寄って、 日韓双方の視点から
これを検証しあう作業はきわめて重要で、 ある。本 シンポジウ ム
の開催がそうした端緒となったとすれば 、 主 催者側の一員とし
てこれにまさる喜びはない。ご協力いただいた各位に御 礼 申 し

上げるとともに、 日韓両国にお ける文化交流 史研究がいっそう
進展し 、 両国間の学術 レ ヴ ェ ルでの交流がさらに深まることを
心より祈念するものである。

．総合討論の風景 （質問者は梅田博之麗j華大学教授 、 右端に平木賓天理大学教援も見える）



『 旧韓国の教育と 日 本人』
（九州大 学 出 版 会 1 999年 1 0月 ）

稲葉 継雄著

本書 は 、 日 本 に併合される以前の 「 旧 韓 国 J （時 期 区 分上の用語では 「 日韓末」 ） の教育

に つ い て 筆者 がこれまでに書き 溜 め て きた拙稿11編を集成した も のであ る 。 し か し 、 各篇（本

書 に お け る 各 章 ） 相 互 間 の 連 闘 を考慮 して 一 部 添 削 ・ 再編 し 、 論文発表後 に得た新たな 知

見 に基づいて誤り は訂正したと し 1う意昧において、 既発表論文の単な る再録では な い 。

本書は 、 大き く 4つ の部分から成る。

第 I 部は、 朝鮮教育史上近代のエポックとなった甲午改革（1894～6年） から 日 韓併合（1 91 0

年 ） に至る 旧 韓末教育史の概説であ る が、 平板な制度史 的概説では な く 、 日 本人 の 関与をキ
ー ・ ポイントと して 旧 韓末教育 の構造と 、 そ こ にお け る 日 韓双方の ダイナ ミズム 、 すな わ ち 日 本

側の干渉と韓国側の主体性との緊張関係を 明 ら か にするよう努めた。

第 E 部では 、 政治家3名 を 取 り 上 げた 。 井 上 角 五郎は 、 い わ ば福 沢諭吉の代理人 と し て 活

動した人物であ る 。 伊藤博文は 、 いうまでも な く 初代統監として 日 本の保護 国 時代の韓 国 を 統

治 し 、 伊藤の政治的ライバルたる大隈重信にも 、 ｜ 日 韓 国 に 関 す る 多 く の言動があ っ た O こ こ で

は 、 彼らと 旧韓国 の教育との関係を改めて 浮き彫り に した 。

第 E 部 は 、 旧 韓 国 の 「お雇い外国人」 と して の 幣 原坦 ・ 三土忠造 ・ そ の他学務 官僚の事例

研究である 。 彼らが、 身分上は韓 国 政 府 に 雇 われた身であ り な がら 、 結果的 に 日 本による植民

地教育 へ の地な ら しを していった過程を 実証した O

第 IV 部 は、 いわゆる 「 日 語学校」 と 官 公立普通学校の現場にあった 日 本人教師たちの動き

を追跡したものであ る 。 「 日 語学校J と普通学校とでは学校の基本的性格が異 な る が、 そ こ に

お ける 日 本人教師の 「 国 策の尖兵」 的性格は共通で、あ っ た O 第 IV 部で は 、 彼ら個々人の動向

の 中 から最大公約数的 日 本人教師像を 抽 出 しようとした。

以上 の よ う な4部1 1 章の 論 究 に よ っ て す べ て を カ バー できるわ け で は 勿 論 な いが、 政治家 ・

学務官僚そして教師 と し ヴ 多面 的 な 角 度カ、 ら接近する こ と に よっ て 、 旧 韓 国 の教育へ の 日 本

人 の 関 与 、 直 載 に い え ば
‘

併 合 後 の 同化教育 へ 向 け て の準備工作 を ほ ぼトー タル に把握でき

る の で は な い か と思う 。 併 合 後 に 比 べ てま だ未解 明 の 部 分 が多 い 旧 韓末教育史の研 究 に 、

本書が一助となれば
、

幸いであ る 。

な お 、 本書第 IV 部の続編と して現在 、 『 ｜ 日韓国 ～朝鮮の 日 本人教員』 を執筆 中 で、 2001年

度 内 に刊行の 予定であ る 。 こ れ は 、 出 身地と 出 身校の視角 か ら 、 日韓国 ～ 植民地朝鮮におけ

る 日 本人教員 の 実像にアフロ ー チするものであ る 。 乞御期待。
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第10章 旧韓国 官公立普通学校の日本人教員 一ー教員人事を中心として一一

第11章 旧韓国 官公立普通学校の日本人教員 一一教育活動を中心として一一

旧韓国の教育 と 日 本人

Ni 丸＼ �Ii, Mr： 片

JLlfiJ,?/Mt1;: 

唱 （著者略歴〉
稲葉継雄 （し 、な（i · つぎお）

淘 1 947年佐賀県生まれ。 1 970年九州大学
教育学部卒業。 1 973年九州大学大学院。 教育判間利彦士課程修了。 1 9九年韓国・
高麗大学校大学院教育学科博士課程中
退。 筑波大学文芸 ・言語学系講師～助教

明 綬、 九州 大学教育学部助教綬～教慢を
経て、 現在 、 九州大学大学院人間環境学
研究院教綬、博士 （教育学） 。 主著／ f解

,.. 放後韓国の教育改革j （共著・韓国文・韓
国研究院） 、 I旧韓末 旧語学校」 の研究j

ffl （九州大学出版会） など。
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韓国研究セ ンタ ー活動及び利用記録
( 2000年 1 月 ～200 1 年2月 ）

時 期 事 I頁 I頁

1 月 ｜ 韓国研究センター委員会 （第 1 回 ）

韓国若手ジャーナ リ ス ト招轄事業
韓国東亜 日 報 超 憲注 記者受入 （受入部局 ： 法学研究院）

韓国研究センター 開所式
Korea Fou n d at ionからの出席者

交流理事 金 在珪
崖 玄j朱

その他の学外出席者
文部省国際学術課
福岡県副知事
福岡市長
駐福岡大韓民国総領事館 総 領 事
在福岡オー ス トラリア領事館
福岡県日韓親善協会 会 長
福間韓国商工会議所 会 長

事務局長
（株） 西日 本新聞社 編集局長
福岡県社会福祉協議会 常務理事
福岡市 国際部長
（財） 福岡県国際交流センタ 専務理事
（財） アジア太平洋センター 理 事 長
（財）福岡国際交流協会 事務局長
（社） 九州 － 山口経済連合会 常務理事

2月 ｜ 全北大学校総長、 国 際交流部長他2名 視察

釜山大学校関係者 （ 2 名 ） 視察

課長補佐 加藤 幹彦
長津 純一

山崎広太郎
徐 賢嬰
内 田 由子
石井 幸孝
金 信夫
兼友 誠二
玉川 孝道
大薮 和子
村上 贋志
藤本 英夫
権藤興志夫
宮崎 信輔
長友 泰明

5 1 3月 ｜ 韓国研究センタ ー委員会 （第2回 ）

。
0 
年

勺月 ｜ 韓国研究センター 委員会 （第四）

N H Kラジオ第 放送 特集 「 日韓はパー トナー に芯れるか ～

九州、｜ ・ 韓国の交流か う 日 韓新時代を展望する ～」 韓国研究センタ
ーをスタジオとして全国放送

第 1 4回九州大学朝鮮学研究会例会

留学生のための現代日 本社会研究を 目 的と する研究会 （法学研
究院） （ ～7月初）

5月
｜
韓国研究センター委員会 （第4 回 ）

第 1 5 回 九州大学朝鮮学研究会例会

韓国語教授法研究に係る研修 （経済学研究院） （ ～7月初）

6月 ｜ 外務省武藤審議官 視察

判 釜山大学校関係者 （ 1 5名 ） 視察

全北大学校関係者 （ 8 名 ） 視察

昌原大学校関係者 （30名） 視察

韓国青少年訪問 団 視察

鮮文大学関係者 視察

啓明大学校関係者 視察

光州保健大学電算情報処理科 朴 敬雨教授他4名 視察

釜山大学校商科大学長 崖 相文教授、 同副学長 金 昌浩教授 視察

光州保健大学電算情報処理科教授 （ 5 名 ） との研究交流会 （シス
テム情報科学研究院）

高校生多数 （オ ープンキャンパス時の見学） 来館

8月
｜
梨花女子大学校にて韓国語学研修 （ 即 日 ～30 日 ）

釜山大学校教職員 視察

オックスフォー ド大学教職員 視察

国 際交流基金日 韓文化交流連絡室 大森氏 視察

時 期 事

9月 i 昌原大学校教職員 視察

韓国教育大学校研修団 （ 2 2 名 ） 視察

第 四 回九州大学朝鮮学研究会例会 （人文科学研究院）

1 0月
｜
韓国研究センタ ー委員会 （第四

梨花女子大学校関係者 視察

慶尚大学校病院研修団 視察

韓国国際交流財団助成事業による招轄研究者 崖 相文教授に
よる経済学演習 （経済学研究院） （～ 1 1 月 初）

ア ジア家禽学シンポジウム及び西日 本畜産研究会出席者打ち合
わせ （農学研究院）

日韓共同理工系学部留学生の 日本語予備教育 （留学生センター ）
（ ～3月 ）

2 I 1 1 月 i 韓国研究センタ ー委員会 （第6回 ）
。
。
。

年

釜山発展研究院関係者 視察

第 1 7回九州大学朝鮮学研究会例会 （人文科学研究院）

言語文化科目 E 「朝鮮半島の言語と文化」 講義 （言語文化研究院）
（ ～ 1 月 ）

2
0
0
1

年

日 韓のジ工ンダ一 問 題 に 関 す る勉強会 （人 間環境学府社会思想
史研究室） （ ～3月 ）

九大祭行事 「学生YMCA日韓交流プログラムの足跡 （写真 ・ 説
明） 」 展示

1 2月 ｜ 韓国研究センター専門委員会

韓国国土研究院関係者 （2名） 視察

中国人民大学関係者 視察

韓国国史編纂委員会 李 成茂 委員長夫妻、
ソウル大学校 李 素根 教授他3名 視察

日 本学術振興会 日 韓科学協力事業共同研究 「韓半島と九州島と
の聞の縁海下のマン トルダイアピルj に関する研究発表会 （理学
研究院）

1 月 i 徐賢墜 駐福岡大韓民国総領事への感謝状贈呈式及び記念講
演会

亜j州大学校 国 際大学 鄭 鍾旭教授 （元大統領外交安保主席
秘書宮、 駐中国特命全権大使） 講演会

（比較社会文化研究院主催、 韓国研究センター 協賛）

韓国研究センタ一専門委員会

韓国地域大学育成事業団長協議会 （ 1 3名 ） 視察

釜山大学校国際交流課長 Kun-Young Park 教授他 1 名 視察

日 韓共同理工系学部留学生の た めの 日 本事情講義 （留学生セン
ター ）

韓国研究センター委員会 （第7回 － 書面回議）

高神大学校関係者 視察
2月 i 韓国研究センター 委員会 （第8回）

韓国研究センター 専門委員会

N H Kテレビ 「九州沖縄一本勝負J で韓国研究センター を紹介

韓国国際交流財団 李 仁浩 理事長、
洪性和駐福岡大韓民国総領事、 同 李南教教育担当領事 視察
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く 1 999年度 〉
韓国語辞書
・『延世緯国語辞典』 〔2加〕
・『緯国漢字語辞典』 全4巻

纏国大学校東洋学研究所編
・『民衆書林漢緯大字奥』 〔2加〕
・『♀2.l if 語源辞典』 金敏j朱編著
・『勝国文化象徴辞典』 東亜出版社
・『現代活用玉篇』 東亙出 版社 〔 5加〕
・『NEW ACE 日l健字典』

金星教科書出 版 〔5/lit〕
・『NEW ACE韓 日 字典』

金星教科書出 版 〔5/lit〕
・『韓図書誌学辞典』

烈｜ 喜子子編著 景仁文化社
・『緯園地名 辞書』

会�♀編著 景仁文化社
・『緯国語発音大辞典』 韓国放送公社

韓国語教材
・『緯国語 KOREAN』 1 ～4

州 呈大学校語学研究所 〔5/\l l豆〕
・『世弓Of』1 ～3

白 州 CH 到ill 百弓OJ 当日 〔5"1 1§：〕

事 典
・『国史大事典』 李弘植編
・『純国人名 大事典』 新丘文化社
・『緯固服飾文化事典』 金英淑編著
・『線国近代文人大事典』

『鱒固現代文人大事典』 0 川 O f§針人 ｝
・『世号目寄皇室tr.H叫司入陀！』全27巻

自主耳習 � g豆間平田
・『園楽大事典』

張師動着 世光音楽 出版社

年 鑑（近3年旦｜ 契）
・『車奪回大学年鑑』上・ 下2巻
・『環境 白書』 (97 、 問 、 9 9年度）
・『嶋田学校名鑑』 (96 、 97年度）
・『原子力年鑑』 (97 、 98 、 9 9年度）
・『大学研究所総覧』

（ 圏 内 篇 ・ 圏外篇、 98年度）
・『線園都市年鑑』 (97 、 98年度）
・『経済白書』 (9 8年度）

目 録
・『歴代緯国人編著書 目 録』

ぎき7 1 編 国学資料院
・『緯国書誌関係文献 呂 録』

諸洪圭編著 景仁文化社
・『嶋田文献 目 録情報』

韓国国立中 央図書館

地 図

・『海東地図』全3巻
人イ 雲大学校歪章閣編

・『縫国税古地図』 李燦著 出♀人｜

「韓国研究セ ンタ ー J に寄贈された韓国研究図書リ ス ト

・『定都600年 刈i量地図』
許英桓著 国 平川

・『全南21 喫地図』
金 井美編 郷土文化振興院

・『韓国到古地図』
・『間資料編』全2fllt 嶺南大博物館編
・『最近北縄5万分之 1 地形図』全2fllt

景仁文化社編

（以下j問 中 央地図社製地図）
・ 「大東輿地全国」
er隣国道路地図」
er大様民圏全国」 （漢字版）
．「大穂民国会図」 （世量版）
er世界大地図」〈智量版）
． 『釜山市観光地図J

歴史 ・ 民俗 ・ 文化
・『樟国典籍印刷史』 千恵鳳著 国王手人 ｝
・『緯国税美』全24巻 中 央 日 報社
・ 「 型醤到告 書司量J [H白 人 ト 全 1 83巻
・『人陀！£阜 県長 独立運動』上 ・ 下

辞庚雁
・『笠｝弓入｝』全27巻 廃掩紫
・『緯国仏教美術大奥』全7巻
・『高麗青磁』 召 思 豆編著 景仁文化社
・『李朝陶磁』 召 盟 主編著 景仁文化社
・『勝国21古宮』 士l包 喜編著 景仁文化社
・『綿固古火器図鑑』

主巴 里編著 景仁文化社
・『朝鮮工芸展示会図録』会8巻

景仁文化社
・『20世紀世界叫 純国 Chronicle

1 900 ～ 1 999』 梁東柱編著
・ 「線圏三l古宮」①景福宮 ②⑤昌徳宮

④徳脅宮 ⑤宗廟 悦話堂
・『韓国亙神図』 金泰坤著 悦話堂
・『緯薗仮面劇』

李社主主著 人イ 雲大学校 出版部
・『緯圏三l建築』

吉宮� 著 人イ 呈大学校 出版部
・『韓国21 HH 』

金在瑳著 人イ i雲大学校 出版部
・『聴国楽器大観』

張師動著 人イ i量大学校 出 版部
ef穂圏三i 伝統建築』

張慶浩著 文芸出版社

VHS資料
(0 1 引旨 KBS放送刈封）
・ 「冨楽剖 広場一型企2.1春香伝J
・ 「宗家（ 香川）」
．「嶋田三l 伝統婚礼」
er嶋田旦I 01ロ IXI一樟紙」
er緯圏三I 01 口 IXI 銅銭（型 ）J 
er勝国旦I 01ロ IXIー§ヌ ｜ 」
・ 「穂留百景ー雷撤山旦！ 凶季J
・ 「緯国百景ー済州禽丈窟」
・ 「縛圏百景ー曹渓山』

2000年
70 

来 館 者 指 数 グ ラ フ

． 「元暁大師」金8巻
． 「孟進士宅21 慶事J
e roHLI DflO I但 勝国領！ OIOPI 人12.1三J

①～④全4巻
． 「6 ・ 251:!ICl.2. q弄哩同2.1 （朝鮮戦争）』

全 1 0巻
・KBS隣国映像実録

( 1 945, 8 、 1 5 ～94、 1 2）全25巻
C O i o ト旨 MBC放送対｜引）

・「型寄2.I R暫ーさ量」
er膏on ：企目 高麗人21 at豊一 青磁J
er早己121 配録一族譜J
・ 「歴史21 現場一城郭J
．「聴園21 I美一縄国語OI J
er勝圏三l 仮面」
er同日｝ 例｜刈JOIー鬼」全3巻
er瞬間人司 ；重苦OIJ
er緯国人三l 受書」
． 「伝統舞踊J
・ 「正楽（雅楽）J
． 「型企2.1 」
er民俗楽」
・ 「3 ・ 1 同署哩Ef 2.Iーコ �21 書士fJ 
・ 「 自 由 叫存哩同己｜ー休戦線三｜ 四季J
・ 「 多 鳥海21 1羽 季」
． 「 白 頭山」
・ 「大型E:2.t叫 朝鮮総督府」全5巻
・「説Of 叫 目 01書」全3巻
．「朝鮮王朝500年」全28巻
er河画面三I ot2.IWJ 
er也1:11旦l 習出－Ai型」
er�人｝三1 7 1�－包斜l芸到』
．『怨世世智21 旦刻一早令J
・ 「書�.2.ffi!t きキx12.1」
． 「告�.2.f:!121 至金ト世21智』

く 2000年度 〉
〔年鑑類・ 最新版〕
・保健年鑑 1 9 99年度版全2/lit
・防衛年鑑 1 998～99年
・報道写真年鑑 1 999年 （全2/lit)
・幌国統計年鑑 (99年度）
・連合年鑑 1 9 99年（見IJ冊 ・ 韓国人年鑑）
・嶋国年鑑 ( 99年度）
・全国統計年鑑 (9 9年度）
・樽国経済年鑑

（月lj冊 ・ 韓国財界人土録99年度）
・流通集体年鑑 ( 99年度）
・産業立地要覧 (99年度）
・鉄鋼年鍛 ( 99年度）
・労働経済年鑑 (99年度）
・農協年鑑 ( 99年度）
・電気年鑑 （全2加、 2000年度）
・北線年鑑 （全211丹、 2000年度）

〔 白 書 ・ 1 99 7～1 999年度版〕
・労働 白 書 (98 、 99年度）
・統一 白 書 (9 8年度）

( 1 999年度～2000年度）

・国防白書
．外交白書
・保健福祉白 書
・警察白書
・情報通信白 書
・女性白書

(98 、 9 9年度）
(97～ 9 9年度）
(97～99年度）

(9 9年度）
(97～99年度）

(99年度）

〔統計 ・ 最新版〕
・緯国主要経済指標
・農林業主要統計
・地域統計年報
・農家経済統計
・教育統計年報
・国税統計年報
・保健福祉統計年報

( IB ・ 保健社会統計年報、 9 9 年度）
・女性統計年報 (99年度）
・経済統計年報 (99年度）
・外換統計年報 (99年度）
．銀行経営統計 (9 9年度）
・人口 動態統計年報 (98年度）
・海洋水産統計年報 (9 9年度）
・林業統計年報 (9 9年度）
・死亡原因統計年報 (98年度）
・建設交通統計年報

（建設部門 交通部門、 9 9年度）
・都市比較統計 (98年度）
・刈量統計年報 (99 年度）
・E券統計年報 (9 8年度）
・経済活動人 口 年報 (98年度）
・都市家計年報 (98年度）
・物価年報 (9 8年度）
・主要統計指標解説 (98年度）
・世弓旦l At到 Xl.tt (99年度）

(99年度）
(99年度）
(99年度）
(98年度）
(99年度）
(99年度）

〔報告 ・ 1 997 ～ 1 999年度版〕
・事業体労働実態調査報告書 （98年度）
・事業体基礎統計調査報告書

（全国編、 98年度）
・鉱工業統計調査報告書

（全国編 ・ 地域編 企業体編、 9 7年度）
・産業総調査報告書

（全国編 地域編 － 企業体編 ・ 其他編、 98年度）
・労働力需要動向調査報告書 （9 9年度）
・農業総調査 (9 5 年度）

〔文化〕
er大緯民国政府記録写真集（1 ) 1 948 

～58年」
・「国会槍政史j
．「♀2.1 q2.t21 吾§刈呈」 （韓国銀行）
・「刈量型奇刈」 （辞随特別市）
・ 「租税概要」 ( 99年度 、 財政経済部）

。 l' ' ' ' '  ' ' ' ' '  寸了τ寸 「マ丁下了＇ ＇ ’ ＇ ＇ ＇ ＇ ι e 色 6 ' ' '  
初＇＂川 25 26272'31 1 2 3 4 7  8 9 10 1 4 1 5 1 6 1 7 1821 21 2'2'15282' 1 2 3 5 7 8 9 10 1 3 !4 l' 161721 Z!i32•272B 29 J0 3\ 3 4 5 6 7 10 1 1 12 13 1' 1 7 18 19 20 21 241516272' 1 2 8 9 10 11 12!5 1 ' 17 泊 19 22 目 ，， 缶 詰 目 ぬ 31 1 2 5 6 7 8 9 12 1 3 1 4 1 5 1 6 192021 22232627282930 3 < 5 6 7 10 竹 ！2131417 18 1921 242526272831

1 月 2月 3月 4月 5月 6月 ア月

200 1 年
70 

60 

20 

10 」d 一一一一 1 ＇ ＇ ＇ 『
1 2 3 4 7 8 9 10 1 1 14 1 5 1 6 1 7 1821 自由自由泊四却幻 I 4 5 6 7 8 1 1 1 2 1 3 14 18 19詞21 2225缶百四回 2 , , s a 10 1 1 1 2 1 3 1 6 17 18 i'sioi, i，缶詰213031 1 2 a 1 i , i'o色1 4 1 5 16 17回目 担割百四四割 1 4 5 6 7 8 1 1 12 13 14 15 18 19四212225四百28

8月 9月 1 0月 1 1 月

ハυ

nu

nu

nu

qu

内4

41

N EWS LETTER vol . l  1 1  



｜ ご投稿ください ！ ｜ 

ニュ ー ス レタ ーで は 、 で き る かぎり幅広い広

報を行 う た め 、 さ ま ざ ま の コ ー ナ ー を 設 け 、

皆様のご投稿をお待ち しています。

•sience Reports 韓国 日韓関係にまつわる領
域研究のもとでえられた具体的な研究成果を紹介する
コ ーナーです。

置Topics 韓国研究センタ ーが支援する各種事業の
成果の報告、 諸分野の研究方法や研究の背景、 内外で発
表された優れた研究を紹介するコ ーナーです。

・Discussion or Interview 座談会やインタビ
ューで、 研究者の素顔をご紹介したいと思います。

・Essay
悪、つている乙と ” “韓国との出会い ” 等々お寄せ下さい。

・その他 関連する学会 ・ 研究会 ・ シンポジウムの案内 、
近著紹介、 等 に つ き ま し て も掲載い た しますので 、 随時
お知らせ下さい。

平成 1 3年度 韓国国際交流財団 による
助成事業についてのお知5せ

（いす‘れも九州大学の学内を対象と して募集いた します）

①共同研究プロ ジ‘ェク ト助成事業
②招聴事業
③派遣事業
④日韓学術シンポジウム助成事業

⑤韓国関係図書整備事業
⑥韓国研究奨学金事業
⑦韓国語学研修

①～⑤の諸事業については、 1 3年度の募集はすでに終了 しま した。 1 4年度分は平
成 1 3年7月 上旬 に募集の予定です。 詳細は、 総務部国際交流課又は各部局担当掛に
お問い合わせください。

⑤の韓国研究奨学金事業は、 九州大学大学院の修士課程及び博士後期課程に在籍
中又は入進学予定の 日 本国籍を有する学生 （留学生を除く ） で 、 人文科学又 は社会
科学分野において韓国研究を専攻または専攻予定である者を対象としています。 詳
細は、 学務部厚生課または告部局担当掛にお問い合わせください。

⑦の韓国語学研修は、 九州大学に在籍し、 日本国籍を有する学生 （留学生を除く ） を
対象と して、 韓国の大学で8月 に約3週間の語学研修を実施します。 募集人員は 1 5名。
4月 下旬 に募集の予定です。 詳細 は、 学務部留学生課または各部局担当掛にお問い
合わせください。

小松町派出所前交差点
＼ ． 国道3号線

附属図書館

｜ セ ン タ ー 利 用 案 内 開館時間／ 1 0:QQ～ 1 7 :00 I 九州大学韓国研究センタ ー News Letter vol. 1 
編集発行 九州大学韓国研究センタ ー 200 1 年3月20日

I 
－菌研究セけ ーでは

下記のホームページURしで事業紹介も行っています。
http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/rcks 

干81 2-8581 福 岡 市東区箱崎6- 1 0-1 九州大学総務部国際交流課内
TEL (092) 642-2 1 35 ・ 21 36 FAX (092) 642-4242 
問 い合わせ先： E-mai l/syokikak@j imu .kyushu-u .ac.jp


